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【公開番号】特開2012-235835(P2012-235835A)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月29日(2014.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の測定光を同時に照射した被検眼からの複数の戻り光と、前記複数の戻り光にそれ
ぞれ対応する複数の参照光とをそれぞれ合波した複数の合成光に基づいて、前記被検眼の
眼底の３次元画像を取得する画像取得手段と、
　前記３次元画像を構成する複数の断層画像のうち所定のタイミングで前記眼底を撮影し
て得た複数の断層画像それぞれから網膜層を検出する検出手段と、
　前記検出された網膜層に基づいて前記眼底の形状を推定する推定手段と、
　前記推定した眼底部の形状に基づいて、前記３次元画像を構成する複数の断層画像間の
位置ずれを補正する補正手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記推定手段は、前記撮影された断層画像のうち、同時刻に撮影された複数の断層画像
での網膜層に基づき、前記眼底の形状を推定することを特徴とする請求項１に記載の画像
処理装置。
【請求項３】
　前記推定手段は、前記撮影された断層画像を、同時刻に撮影された複数の断層画像を１
組とする複数の組に分け、各組毎に前記眼底の形状を推定することを特徴とする請求項２
に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記検出手段は、正常な層構造と異常な層構造部分を判定し、前記推定手段は、前記検
出手段で検出した正常な層構造部分から前記眼底の形状を推定することを特徴とする請求
項１乃至３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記複数の測定光の干渉距離をそれぞれ制御する制御手段を有し、
　前記補正手段は、前記制御した値を基に前記断層画像の網膜層位置を補正することを特
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徴とする請求項１乃至４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記複数の参照光の各々の光路長を調整することで前記干渉距離各々
の値を制御して、前記補正手段に各々の前記参照光に対応する前記網膜層位置を移動させ
、前記断層画像における網膜層各々の位置ずれを補正させることを特徴とする請求項５に
記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記複数の測定光を主走査方向と副走査方向に走査する走査手段を有し、
　前記推定手段は、前記眼底の前記副走査方向の形状を推定することを特徴とすることを
特徴とする請求項１乃至６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記複数の測定光は、前記副走査方向に所定の間隔離れた位置で照射されることを特徴
とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　複数の測定光を照射した被検眼からの複数の戻り光と、該複数の戻り光にそれぞれ対応
する複数の参照光とをそれぞれ合波した複数の合成光に基づいて、前記被検眼の眼底の３
次元画像を取得する画像取得手段と、
　前記３次元画像を構成する複数の断層画像のうち同時刻で前記眼底を撮影して得た複数
の断層画像それぞれから網膜層を検出する検出手段と、
　前記検出された網膜層に基づいて前記眼底の形状を推定する推定手段と、
　前記推定した眼底の形状に基づいて、前記３次元画像を構成する複数の断層画像間の位
置ずれを補正する補正手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１０】
　複数の測定光を照射した被検眼からの複数の戻り光と、該複数の戻り光にそれぞれ対応
する複数の参照光とをそれぞれ合波した複数の合成光に基づいて、前記被検眼の眼底の３
次元画像を取得する画像取得手段と、
　前記３次元画像を構成する複数の断層画像のうち所定のタイミングで前記眼底を撮影し
て得た複数の断層画像それぞれから正常な網膜層を検出する検出手段と、
　前記検出された正常な網膜層に基づいて前記眼底の形状を推定する推定手段と、
　前記推定した眼底の形状に基づいて、前記３次元画像を構成する複数の断層画像間の位
置ずれを補正する補正手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１１】
　複数の測定光を同時に照射した被検眼からの複数の戻り光と、前記複数の戻り光それぞ
れに対応する複数の参照光とをそれぞれ合波した複数の合成光に基づいて、前記被検眼の
眼底の３次元画像を取得する取得工程と、
　前記３次元画像を構成する複数の断層画像のうち所定のタイミングで前記眼底を撮影し
て得た複数の断層画像それぞれから網膜層を検出する検出工程と、
　前記検出された網膜層に基づいて前記眼底の形状を推定する推定工程と、
　前記推定した眼底の形状に基づいて、前記３次元画像を構成する複数の断層画像間の位
置ずれを補正する補正工程と、を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１２】
　複数の測定光を照射した被検眼からの複数の戻り光と、前記複数の戻り光それぞれに対
応する複数の参照光とをそれぞれ合波した複数の合成光に基づいて、前記被検眼の眼底の
３次元画像を取得する取得工程と、
　前記３次元画像を構成する複数の断層画像のうち同時刻で前記眼底を撮影して得た複数
の断層画像それぞれから網膜層を検出する検出工程と、
　前記検出された網膜層に基づいて前記眼底の形状を推定する推定工程と、
　前記推定した眼底の形状に基づいて、前記３次元画像を構成する複数の断層画像間の位
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置ずれを補正する補正工程と、を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１３】
　複数の測定光を同時に照射した被検眼からの複数の戻り光と、前記複数の戻り光それぞ
れに対応する複数の参照光とをそれぞれ合波した複数の合成光に基づいて、前記被検眼の
眼底の３次元画像を取得する取得工程と、
　前記３次元画像を構成する複数の断層画像のうち所定のタイミングで前記眼底を撮影し
て得た複数の断層画像それぞれから正常な網膜層を検出する検出工程と、
　前記検出された正常な網膜層に基づいて前記眼底の形状を推定する推定工程と、
　前記推定した眼底の形状に基づいて、前記３次元画像を構成する複数の断層画像間の位
置ずれを補正する補正工程と、を備えることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１４】
　請求項１１乃至１３の何れか一項に記載の画像処理方法をコンピュータに実行させるた
めのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記の目的を達成するための、本発明の一態様による画像処理装置は、以下の構成を備
える。
　即ち、本発明の一態様に係る画像処理装置は、複数の測定光を同時刻に照射した被検眼
からの複数の戻り光と、前記複数の戻り光にそれぞれ対応する複数の参照光とをそれぞれ
合波した複数の合成光に基づいて、前記被検眼の眼底の３次元画像を取得する画像取得手
段と、前記３次元画像を構成する複数の断層画像のうち所定のタイミングで前記眼底を撮
影して得た複数の断層画像それぞれから網膜層を検出する検出手段と、前記検出された網
膜層に基づいて前記眼底の形状を推定する推定手段と、前記推定した眼底の形状に基づい
て、前記３次元画像を構成する複数の断層画像間の位置ずれを補正する補正手段と、を備
えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の一態様に係る画像処理方法は、複数の測定光を同時刻に照射した被検眼
からの複数の戻り光と、前記複数の戻り光にそれぞれ対応する複数の参照光とをそれぞれ
合波した複数の合成光に基づいて、前記被検眼の眼底の３次元画像を取得する画像取得工
程と、前記３次元画像を構成する複数の断層画像のうち所定のタイミングで前記眼底を撮
影して得た複数の断層画像それぞれから網膜層を検出する検出工程と、前記検出された網
膜層に基づいて前記眼底の形状を推定する推定工程と、前記推定した眼底の形状に基づい
て、前記３次元画像を構成する複数の断層画像間の位置ずれを補正する補正工程と、を備
えることを特徴とする。
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